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日 本 の 白 鳥NihonnoHakucho（SwansinJapan） （34） ：16－18，2010

福 島県広野町西 の沢溜池の越冬 白鳥 （2008年2月 一3月）

柿澤亮三

〒319－0123茨 城 県 小 美 玉 市 羽 鳥2718－28

はじめに

福島県の浜通 り地方に位置す る広野町西の沢溜池には，毎年 白鳥が渡来 し，越冬す

ることが知 られている．この溜池は，小 さな谷 を塞 き止めた もので，コンクリー トの

約170mの 堤 と堤 と反対側 にある給餌場 まで約120mの 山の字形の用水池である（写真1）．

ここでは，白鳥の越冬期間中，毎 日2回 ほぼ定刻に給餌がなされている．また見学者

が ときお り訪れ，パ ンなどを給餌 している．

この渡来地の北方約16kmに 楢葉町の大堤渡来地があ り，また南方約30kmに は，い

わき市の夏井川渡来地がある、筆者の当初の予想では，西の沢溜池は二つの個体数の

多い渡来地の間に位置す るため，日常的に両渡来地か ら白鳥が出入 りす るのではない

かと考えた． しかし， ここを管理 してい る人に尋ね ると， 「ここの 白鳥は，日中の出

入 りはしない」との話であった．このような場所 に位置 しているにもかかわ らず，西

の沢溜池では白鳥の出入 りが無い とい うことに興味をもった．そこで2008年2月 と3H

に4回 の白鳥の観察を行 ったので，その結果を報告す る．
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写真1． 広野 町 西 の沢 溜 池 白鳥 渡 来 地 ．堤 上部 か ら奥 の給 餌場 ， 塒側 を見 る （2008年3月13日 撮 影 ）．

観 察結 果

1．2008年2H27日 ，午後4時17分 か ら18時 まで の観 察 ．

RyozoKAKIZAWA，WinteringSwansatNishinosawareservoir，HironoTownin

FukusimaPrefecture，FebuaryandMarch，2008．



17

この ときは，オオ ハ クチ ョウ成鳥2羽 とコハ クチ ョウ141羽 （うち幼 鳥23羽 ）を記録 し

た． コハ クチ ョウの幼鳥 の割合 は16、3％ で あ った． コハ クチ ョウの家族 の識 別 を

Scott（1966） ，Kakizawa（1980） の方 法 で行 った ． コハ クチ ョウの13家 族 が幼 鳥 をつれ

てお り，1家 族 当 りの平均 幼 鳥数 （broodsize） は1、77羽 であ った．幼鳥1羽 をつれ た も

のが5家 族 ，幼 鳥2羽 が4家 族 ，幼鳥3羽 と4羽 がそれ ぞれ1家 族 で あった．

この 日は、 日没後真 暗 にな るまで観 察 を行 ったが，溜 池で の 白鳥 の出入 りは全 く無

か った ．白鳥 た ちは薄暮 にな る と三 々五々 ，給餌場 か ら数 十m離 れ た少 し陸地 の見 え

る浅瀬 に移 動 して群 れ を形成 し，塒 入 りした，

2．2月29日 午 前5時 か ら8時20分 まで の観 察 ．

午 前5時 は まだ真 暗 で，月 あか りで水 面 がぼ んや り見 えた ．水面 はひ っそ りと して

い る．白鳥 は 、給餌場 を挟 ん でそれ ぞれ50～60m離 れ た2群 を形成 し，塒 を とって いた ．

この 日の時間 ご との観察 記録 を以 下 に記 した．

5時35分 ，薄 明 とな る．

同37分 ，数 羽 の 白鳥 が 目を覚 ま し，塒 （給 餌場 の近 く）の対岸 ，堤側 の水 面 に （以後

対岸 とす る）移 動 を始 め る．

同45分 ，対岸 へ移 動 した5羽 （うち幼 鳥3羽 ）の家族 が飛 び立 ち，水 面 を一 回 り して給

餌場 近 くに着 水 した ．

同48分 ，塒 か ら起 きだ して対岸 へ移 動す るもの多 い．

同50分 ，移 動 した13羽 が飛 び 立 ち，給餌場 附近 に降 りる．

同53分 ，6羽 が 対岸 の堤近 くか ら，給 餌場 へ 向 って泳 いで移 動 ．

6時07分 ，東 の空が赤 く染 ま る、対岸 へ移 動 す る もの多 く．00分 か ら10分 まで の間 に6

羽 が飛 び立 ち，給 餌場 近 くに着水 ．

同12分 ，太 陽 が海側 の 山の上 か ら顔 をだす ．

同15分 ～30分 に，23羽 が対 岸 か ら飛 ん で，給餌 場近 くに着 水 ．

同57分 ， コハ クチ ョウ成 鳥4羽 が外 部か らや って きて，西 の沢溜 池 に降 りる．

7時12分 ，6時57分 にや って きた4羽 が飛 び 立 ち，い わき市方 面 に去 る．

8時12分 ， コハ クチ ョウ32羽 が 西の沢 溜池 上空 にや って きて ， うち成鳥3羽 が降 りる．

同26分 ～28分 に給 餌 ．大 きなバ ケ ツ1杯 の古米 ．

同30分 ，観 察 を終 え る．

この 日の観 察 で，西 の沢溜 池で も，越 冬期 間 中，少数 では あるが 白鳥 の 出入 りが あ

る こ とが 明 らか となっ た．

3．3月1日 ，午 前11時12分 か ら30分 まで の観 察

この 日は，オ オハ クチ ョウ成 鳥2羽 とコハ クチ ョウ143羽 （うち幼鳥23羽 ）を記録 した．

幼 鳥数23羽 は、3日 前 と同数 で あ った．

4．3月13日 ，午後1時35分 か ら50分 ま での観 察

オ オハ クチ ョウ5羽 （うち幼鳥2羽 ）の1家 族 とコハ クチ ョウ87羽 （うち幼 鳥11羽 ）を記

録 し、コハ クチ ョウの幼 鳥の割合 は12．6％ で あ った．コハ クチ ョウの幼 鳥つ れ の家族

は6家 族 で ，1家 族 あた りの平均幼 鳥数 は1、83羽 で あ った ．幼 鳥1羽 をつ れて もの が3家
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族 ，2羽 つれ が1家 族 ，3羽 つれ が2家 族 で あ った ，前 回調 査 よ り数 も減 り，オ オハ クチ

ョウのメ ンバー が変 わ った こ とか ら，この時期 西 の沢溜 池 は，渡去期 に入 って いた こ

とが分 る、残 ってい る家族 つれ の コハ クチ ョウの メ ンバー も若干 変わ ってい るもの と

考 え られ る．

溜 池 で記録 したカ モ類 は，オ ナガ ガモ （50羽），マ ガモ （20羽），ホ シバ ジ ロ （5羽）で

ある．

まとめ

西の沢溜池における2008年2月27日 ，2月29目 ，3月1日 ，3月13日 の4回 の観察結果か

ら，ここにはオオハクチ ョウとコハクチ ョウが渡来，越冬 してお り，コハクチ ョウの

数が圧倒 的に多い とい う観察結果を得た．また，越冬期間中，白鳥の出入 りはあま り

無 く，ほとん どの白鳥は，一 日中池に留ってい るもの と推測された．その証拠の一つ

として，2月27日 と3月1日 の幼鳥数 とその家族構成の内訳が全 く同 じであったことを

あげたい，

白鳥類 の越冬生活の典型的な 日周行動 として，筆者 はかねてか ら朝の塒出（塒か ら

採餌場へ の飛び立ち）と夕方の塒入 りをあげてきた （柿澤1982） ．西の沢溜池で越冬す

る白鳥は，一 日中池に留ってお り，塒出，塒入 りの典型的な 日周行動 を示 さなかった．

しか し，2月29日 の早朝には大変興味のある行動 を観察 した．すなわち，白鳥たちは

朝 目を覚 ます と，塒か ら反対側の対岸に向かって移動 を始め，100mほ ど飛んで給餌

場近 くに降 りるとい う行動である．あるいは，移動後飛び立たずに対岸か ら水面を泳

いで給餌場に向 うものもある．この 白鳥に見 られた朝の塒からの分散 と給餌場への短

距離移動 とい う行動は，白鳥たちの本来もっ塒から採餌への飛び立ちの代償行動であ

ろ うと考 えられ る．っま り白鳥は，塒出の飛び立ちの欲求を，ごく短距離の飛翔によ

って満 た しているのである．

西の沢溜池における塒入 りは，2月27日 の観察ではほんの数十m泳 いで移動す るだけ

で，塒入 りの飛び帰 りに相当するような代償行動は観察できなかった．
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